
 

 

 

 

 

長野市 

高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料は、「あんしんいきいきプラン２１」第 10 次長野市高齢者福祉計画・第９期長野

市介護保険事業計画（令和６年度－令和８年度）における認定率・認定者数等の概ねの傾

向を把握するとともに、現行計画の進捗状況の確認および評価を行うことを目的として作

成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月 

長 野 市 



1 

 

１ 人口の状況（計画書本編 10 ページ） 

○長野市の総人口は平成 30年から減少傾向が続いており、令和６年 10月１日現在 363,145人とな

っています。65 歳以上の高齢者数は 112,208 人で、総人口に占める割合（高齢化率）は 30.9％

となっており、令和３年から 0.8ポイント増加しています。 

 総人口、高齢者数ともに前計画策定時に推計した計画値をわずかに上回っていましたが、令和６

年は計画値より 1,200人程少なくなっています。 

○高齢者人口を 65～74歳の前期高齢者と 75歳以上の後期高齢者に分けて比較すると、前期高齢者

が 41.4％、後期高齢者が 58.6％と後期高齢者の割合が増加しています。団塊の世代が後期高齢

者となる令和７年以降も前期高齢者が減少し、後期高齢者が増加していく傾向が一層強まってい

くと想定されます。 

■年齢別人口と割合の推移 

 

長野市企画課統計資料から引用（各年 10月１日現在） 

 

■40～64歳及び 65歳以上人口と高齢化率の推移 
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２ 認定者数（計画書本編 17ページ） 

■要支援・要介護認定者数の推移 

○要支援・要介護認定者数（各年９月末現在）は、令和３年から増加・減少を繰り返しながら、令 

和６年で 21,193 人となっています。このうち、第１号被保険者における要支援・要介護認定者

数の割合（認定率）は 18.6％で、ほぼ横ばい傾向にあります。 

○要介護度別にみると、令和６年で要介護１が最も多く 5,537人、要介護５が最も少なく 1,764人

となっています。 

○計画値と比較すると、令和６年で認定者数の実績値が 0.3％下回っています。要介護度別にみる

と、要介護は実績値が上回っている段階もあれば、下回っている段階もあり、要支援は実績値が

上回っています。 

○第１号被保険者数が横ばいの状況で、比較的軽い段階の要支援、要介護１の認定者数が増加して

いる要因としては、コロナ禍で外出や人との交流を控えるなどの不活発な生活が原因で、フレイ

ルになった人の新規申請が増加したことが一因と考えられます。 

 

 

地域包括ケア「見える化」システム 各年９月月報 
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３ 長野市における要支援・要介護認定率と介護保険料の状況 

○本市の要支援・要介護認定率を中核市で比較すると、本市は 18.6％で中核市平均 20.1％よりも低く

なっており、中核市 62市（豊橋市は保険者としては東三河広域連合）の中では低い方から 15番目の

認定率となっています。 
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〇介護保険料標準月額については、同様に中核市で比較すると、本市は月額 5,670円で中核市平均 6,283

円よりも低くなっており、中核市 62 市（豊橋市は保険者としては東三河広域連合）の中では低い方

から５番目となっています。 
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４ 日常生活圏域の状況（計画書本編 51～54 ページ） 

○長野市では現計画において市内の全 32 地区を「日常生活圏域」として設定しています。圏域に

よって地域特性が異なり、それぞれの環境やニーズに合わせた対応が必要となりますので、圏域

ごとの状況を整理します。 
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○令和６年９月末現在で、高齢者数が多いのは篠ノ井地区、更北地区、川中島地区で最多の篠ノ井

地区で 12,260 人、高齢者数が少ないのは小田切地区、大岡地区、鬼無里地区で最少の小田切地

区で 436人となっており、地区の人口により大きな差が生じています。高齢化率をみると大岡地

区が最も高く 62.9％、鬼無里地区、中条地区、小田切地区の順に続いており、いわゆる中山間地

域で高い傾向があります。 

○要支援・要介護認定者数は高齢者数に応じて篠ノ井地区、更北地区、川中島地区が多く最多の篠

ノ井地区で2,198人となっています。認定率をみると第三地区が25.9％と最も高く、七二会地区、

鬼無里地区、大岡地区の順に続いています。最も低い古牧地区は 15.9％となっており、大きな差

が見られます。 

※なお、入所施設がある地区は高齢化率、認定率に影響が表れます。 

■日常生活圏域別の高齢化率・認定率  

 

長野市介護保険実施状況 令和６年９月末現在 
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■日常生活圏域別 高齢者数・高齢化率（令和６年９月末現在） 

 

 

■日常生活圏域別 要支援・要介護認定者数・認定率（令和６年９月末現在） 

 


